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都留の歳時記

春 夏 秋 冬

川茂発電所川茂発電所 太郎・次郎滝太郎・次郎滝

桂林寺のスイレン 田原の滝

鹿留渓谷鹿留渓谷 高川山より高川山より

雪の都留市清八山より

残雪の富士を背景に
色とりどりの花が咲き誇る

水のきらめきと鮮やかな緑
大自然がいきいきと輝く

清流を紅葉が彩り
錦絵のような世界が広がる

きりりと澄んだ空気の中
凛 し々くそびえる富士

春 の み ど こ ろ

梅…古渡地区
桜…城山・川茂発電所・鹿留発電所・西願寺
　　桂林寺・楽山公園ほか
ミツバツツジ…清八山・倉見山

夏 の み ど こ ろ

梅花藻…長慶寺
スイレン…桂林寺
アジサイ…戸沢の森和みの里・楽山公園ほか
ホタル…夏狩地区・古宿地区ほか

秋 の み ど こ ろ

紅葉…鹿留渓谷・楽山公園・田原の滝ほか
祭り…八朔祭（9月1日）
　　　お茶壺道中行列（10月下旬）

冬 の み ど こ ろ

福寿草…小形山地区
水掛菜栽培風景…十日市場地区
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透き通った水の中。小石の色も、揺れる砂も、元気に泳ぐ魚の姿も、
すべてが見えてしまうから、思わず手を入れ、すくってみたくなる。

豊かで清澄な富士山の伏流水に出会う小さな旅せ せらぎだ け が 聞 こえてくる 癒 し の ひととき
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　都
留
市
役
所
が
あ
る
谷
村
町
駅
か

ら
、富
士
急
行
線
で
わ
ず
か
二
駅
先
に

あ
る
十
日
市
場
駅
。こ
の
辺
り
は
特
に

湧
水
が
多
く
、平
成
の
名
水
百
選
に
も

選
定
さ
れ
て
い
る
名
水
の
里
。

　ま
ず
向
か
っ
た
の
は
、水
源
山
永
寿

院
。そ
の
名
の
通
り
、境
内
に
豊
富
な
湧

水
。と
り
わ
け
本
堂
の
左
の
湧
水
の
池
に

は
、周
囲
の
岩
肌
か
ら
絶
え
間
な
く
清

冽
な
湧
水
が
流
れ
落
ち
て
い
て
美
し
い
。

　永
寿
院
か
ら
十
分
ほ
ど
歩
く
と
、

う
っ
そ
う
と
茂
る
木
々
の
合
間
に
、赤
い

鳥
居
が
見
え
て
来
る
。こ
こ
は
、熊
太
郎

稲
荷
。『
昔
、十
日
市
場
の
山
の
上
に
住

ん
で
い
た
熊
太
郎
が
、狐
憑
き
に
な
り
、

「
山
梨
稲
荷
の
そ
ば
に
祀
っ
て
く
れ
れ
ば

熊
太
郎
か
ら
離
れ
よ
う
。村
に
良
い
こ
と

が
あ
る
と
き
は
表
通
り
で
コ
ン
コ
ン
と
、

悪
い
こ
と
が
あ
る
と
き
は
裏
通
り
で

キ
ャ
ン
キ
ャ
ン
と
鳴
い
て
知
ら
せ
る
」と

お
告
げ
が
あ
っ
た
。そ
し
て
村
で
大
火
事

が
あ
っ
た
際
、本
当
に
裏
通
り
で
キ
ャ
ン

キ
ャ
ン
と
鳴
い
て
知
ら
せ
て
、人
々
を

救
っ
た
』と
い
う
熊
太
郎
伝
説
が
伝
わ
る

祠
。そ
の
す
ぐ
南
側
に
は
、地
域
の
上
水

道
の
水
源
で
も
あ
る
熊
太
郎
水
源
が
控

え
て
い
る
。

　さ
ら
に
十
分
ほ
ど
歩
き
長
慶
寺
へ
。山

門
の
道
を
挟
ん
だ
向
か
い
側
に
あ
る
湧

水
池
は
、梅
花
藻
の
群
生
池
。五
月
下

旬
〜
九
月
下
旬
に
は
、小
さ
な
白
梅
の

よ
う
な
花
を
咲
か
せ
、訪
れ
る
人
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
。近
く
の
池
で
は
、水

底
の
砂
が
ダ
ン
ス
を
し
て
、水
が
湧
き
出

し
て
い
る
と
教
え
て
く
れ
る
。

　次
に
向
か
う
は
太
郎・次
郎
滝
。上
夏

狩
の
公
民
館
か
ら
柄
杓
流
川
に
沿
っ
て

し
ば
し
歩
く
と
、目
の
前
に
、緑
に
覆
わ

れ
た
岸
壁
か
ら
湧
水
が
滔
々
と
流
れ
落

ち
る
、見
事
な
滝
が
出
現
し
た
。落
差
は

約
二
十
メ
ー
ト
ル
。静
け
さ
の
中
、水
音

だ
け
が
こ
だ
ま
し
て
、ま
る
で
時
間
が
止

ま
っ
た
よ
う
。『
全
国
を
荒
ら
し
た
賊
の

中
に
、困
る
者
を
助
け
た
太
郎
と
次
郎

と
い
う
兄
弟
が
い
た
。あ
る
夜
捕
方
に
追

わ
れ
、夏
狩
に
逃
げ
込
ん
だ
が
、滝
つ
ぼ

に
落
ち
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
』と
い
う
悲

し
い
伝
説
が
伝
わ
る
滝
。周
辺
一
帯
に
岸

壁
を
湧
水
が
流
れ
落
ち
る
不
思
議
な
光

景
が
広
が
っ
て
い
て
、幻
想
的
な
気
分
に

包
ま
れ
た
。

神
秘
の
水
が
織
り
な
す

幻
想
的
な
風
景

1.長慶寺の湧水池には、清らかな
流水の環境でしか生育しない梅花
藻が群生し、夏には一斉に白い花
を咲かせる。　2.水中で花を咲か
せ水面へと顔を出す梅花藻。水中
に咲く花は清らかでなんとも言えな
い風情がある。　3.断崖を流れる
太郎・次郎滝。この辺りは、湧水が
崖の至るところから流れ落ち、清涼
感のある景色が広がっている。　
4.永寿院の湧水池。山号「水源山」
の名の通り、境内に豊富な湧水が
ある。　5.緑の中に赤い鳥居が映
える熊太郎稲荷。すぐそばには地域
の上水道の水源がある。

水湧 の を歩く里
十日市場・夏狩湧水群
都留の水は、富士山に降り注いだ雪
や雨が、数十年の時を経て地下水と
なり、やがて湧き出る富士の恵み。
中でも十日市場・夏狩地区で見られ
る豊富な湧水は、その美しさから、平
成の名水百選に選定されている。

平成の名水百選

平成の名水百選

太郎・次郎滝へと続く岸壁では湧水が滔 と々流れ落ち、苔を鮮やかに潤していた。
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つ

ほ
こ
ら



　十
日
市
場
・
夏
狩
湧
水
群
に
代
表
さ

れ
る
湧
水
は
、富
士
山
の
雪
や
雨
が
地

面
に
染
み
込
み
、岩
盤
に
ろ
過
さ
れ
て
、

再
び
地
上
に
湧
き
出
て
来
た
伏
流
水
。

水
道
の
水
源
と
な
っ
た
り
、農
業
用
水

や
生
活
用
水
と
し
て
も
幅
広
く
活
用
さ

れ
た
り
と
、都
留
の
人
々
の
暮
ら
し
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
命
の
水
と
な
っ
て
い

る
。　例

え
ば
、十
日
市
場
地
区
の
水
掛

菜
。稲
作
が
終
わ
っ
た
後
の
水
田
に
湧

水
を
張
り
、育
て
ら
れ
る
在
来
作
物
で
、

年
間
を
通
し
て
十
二
度
前
後
に
保
た
れ

る
水
温
の
湧
水
が
土
壌
の
凍
結
を
防

ぎ
、真
冬
で
も
青
々
と
し
た
菜
畑
を
見

せ
て
く
れ
る
。清
廉
な
水
で
し
か
育
て
ら

れ
な
い
わ
さ
び
畑
や
川
魚
の
養
殖
も
、

こ
の
地
な
ら
で
は
の
営
み
。富
士
の
恵
み

が
人
々
の
暮
ら
し
を
彩
っ
て
、豊
か
な
風

景
を
描
き
出
す
。

　一方
、市
街
地
で
は
、家
中
川
。江
戸

時
代
に
当
地
を
治
め
た
秋
元
泰
朝
に

よ
っ
て
城
下
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
用
水

路
網
に
田
原
の
滝
か
ら
取
水
し
た
豊
富

な
湧
水
が
、今
も
滔
々
と
流
れ
て
い
る
。

こ
の
川
は
、古
く
は
稲
作
を
支
え
、そ
の

後
は
水
車
動
力
や
染
物
の
染
料
を
洗
う

水
と
な
っ
て
織
物
産
業
の
発
展
を
支

え
、常
に
人
々
の
暮
ら
し
と
共
に
あ
っ

た
。そ
し
て
今
、家
中
川
小
水
力
発
電
所

と
し
て
三
基
の
発
電
シ
ス
テ
ム
が
設
け

ら
れ
、エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
て
い
る
。

市
街
地
を
歩
い
て
い
る
と
、学
生
や
町
の

人
々
の
話
し
声
や
元
気
な
子
ど
も
達
の

笑
い
声
、車
の
行
き
か
う
音
に
紛
れ
、と

き
お
り
水
の
せ
せ
ら
ぎ
が
聞
こ
え
て
く

る
。さ
す
が
、湧
水
の
里
。そ
の
風
情
も
、

心
地
よ
い
。

そ
こ
か
し
こ
に
流
れ
る
清
ら
か
な
水

湧
水
と
と
も
に
あ
る
暮
ら
し

水掛菜の栽培風景は冬の風物詩きれいな水を活かしたワサビの栽培十日市場駅の近くにある田原の滝
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湧水エリア
ウォーキングモデルコース
3km
63分+見学所要時間40分
＝合計所要時間103分

市街地エリア
ウォーキングモデルコース
3.9km
90分+見学所要時間100分
＝合計所要時間190分
（※勝山城を除くと114分）

十日市場駅から東桂駅へ、湧水を訪ね、気ままに歩く農の道。
四季折々の懐かしい風景が広がり、心も豊かになっていく。

　十
日
市
場
・
夏
狩
湧
水
群
に
代
表
さ

れ
る
湧
水
は
、富
士
山
の
雪
や
雨
が
地

面
に
染
み
込
み
、岩
盤
に
ろ
過
さ
れ
て
、

再
び
地
上
に
湧
き
出
て
来
た
伏
流
水
。

水
道
の
水
源
と
な
っ
た
り
、農
業
用
水

や
生
活
用
水
と
し
て
も
幅
広
く
活
用
さ

れ
た
り
と
、都
留
の
人
々
の
暮
ら
し
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
命
の
水
と
な
っ
て
い

る
。　例

え
ば
、十
日
市
場
地
区
の
水
掛

菜
。稲
作
が
終
わ
っ
た
後
の
水
田
に
湧

水
を
張
り
、育
て
ら
れ
る
在
来
作
物
で
、

年
間
を
通
し
て
十
二
度
前
後
に
保
た
れ

る
水
温
の
湧
水
が
土
壌
の
凍
結
を
防

ぎ
、真
冬
で
も
青
々
と
し
た
菜
畑
を
見

せ
て
く
れ
る
。清
廉
な
水
で
し
か
育
て
ら

れ
な
い
わ
さ
び
畑
や
川
魚
の
養
殖
も
、

こ
の
地
な
ら
で
は
の
営
み
。富
士
の
恵
み

が
人
々
の
暮
ら
し
を
彩
っ
て
、豊
か
な
風

景
を
描
き
出
す
。

　一方
、市
街
地
で
は
、家
中
川
。江
戸

時
代
に
当
地
を
治
め
た
秋
元
泰
朝
に

よ
っ
て
城
下
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
用
水

路
網
に
田
原
の
滝
か
ら
取
水
し
た
豊
富

な
湧
水
が
、今
も
滔
々
と
流
れ
て
い
る
。

こ
の
川
は
、古
く
は
稲
作
を
支
え
、そ
の

後
は
水
車
動
力
や
染
物
の
染
料
を
洗
う

水
と
な
っ
て
織
物
産
業
の
発
展
を
支

え
、常
に
人
々
の
暮
ら
し
と
共
に
あ
っ

た
。そ
し
て
今
、家
中
川
小
水
力
発
電
所

と
し
て
三
基
の
発
電
シ
ス
テ
ム
が
設
け

ら
れ
、エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
て
い
る
。

市
街
地
を
歩
い
て
い
る
と
、学
生
や
町
の

人
々
の
話
し
声
や
元
気
な
子
ど
も
達
の

笑
い
声
、車
の
行
き
か
う
音
に
紛
れ
、と

き
お
り
水
の
せ
せ
ら
ぎ
が
聞
こ
え
て
く

る
。さ
す
が
、湧
水
の
里
。そ
の
風
情
も
、

心
地
よ
い
。

そ
こ
か
し
こ
に
流
れ
る
清
ら
か
な
水

湧
水
と
と
も
に
あ
る
暮
ら
し

水掛菜の栽培風景は冬の風物詩きれいな水を活かしたワサビの栽培十日市場駅の近くにある田原の滝
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十日市場駅から東桂駅へ、湧水を訪ね、気ままに歩く農の道。
四季折々の懐かしい風景が広がり、心も豊かになっていく。
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☎４５-８７３３
☎４３-６３８６
☎４５-8344

☎０７０-１５２０-９０４５
☎４３-7151
☎４３-４５２１
☎４３-４８０５
☎４５-４５７６
☎４５-７２３３
☎４３-３８００
☎４３-６３１８
☎４５-１１４3
☎５６-７０６４
☎４５-１７７７
☎４５-６５８１
☎４５-４０６０
☎５６-７１９２

☎０９０-９１３９-３１８０
☎０９０-１３９８-９４４０

☎５６-８３５５
☎４５-０２６７
☎４３-２５７０
☎４３-６００８
☎４３-２８１０
☎４３-０２４７
☎４５-２５５１
☎４３-３１１６
☎４３-４８２１

旅館 なかみち荘
せせらぎ荘
法能温泉
スターらんど
ビジネスホテルインターふじもと
ファミリーロッジ 旅籠屋 富士都留店
山梨泊まれる温泉　より道の湯
弘三館
ビジネスホテル都留
Berry Park in FISH ON! 鹿留
湯の沢  渓山荘
ユニファーム(シャインリーフ栽培)
森嶋酒店
おふくろ望川（饅頭・惣菜）
御菓子司 すがや（和菓子）
手づくり和洋菓子ならや
てづくりパン　なないろこむぎ
木の実せんべい泉屋
お惣菜まんじゅう藤江
菊地わさび店
自家製酵母パン パン工房稔
アトリエ・ドゥ・プレジール（洋菓子）
スズセン
アーニトル
アメニティライフ関東有限会社
華の会
小林養魚場
農業法人 炭香ファーム
大衆割烹　春波
ほたる（うどん）
おむすびのおおみや
山もとうどん
うどん彩食　きくや
欧風料理  ミッシェル
自家製麺  しゅん作（ラーメン）
ファミリー食堂　宝来
中国料理イタリアン　菊翠
割烹　ふるや
味酒房 伊万里（ブラックうどん）
和処天寿（和食）
純喫茶　旅苑
割烹　好浩
PIPS（洋食）
インドレストランマハラジャ
居酒屋らくしょう
カフェ＆ランチ菓々茶寮都留店
くいものBar ツイステッドホイール
くつろぎイタリアン Sonoda
Locanda Abbracci（イタリアン）
café sowers
ドレッシング工房　freckle
八起飯店
山富
中華料理 松鶴
鳥文
ファミリーレストラン 味平
トレゾール
お食事 ひさご
焼肉 みなきん

施設・観光スポット 市外局番 0554

宿泊・食事・土産

その他

INFORMATION



富士の水が育む山紫水明の絶景

豊かな自然が広がる都留の里山で、きっと出会える希少な動植物たち。

道の駅つるのすぐ近くの、リニア実験線でリニア走行試験が行われています。

五感を刺激する自然体験施設。 大自然に抱かれた温泉でホッとひといき。

自然 名産
都留の水は、富士山に舞い降りた雪や雨が、ゆっくり地面

に浸透し、長い年月をかけてろ過されて、再び地上に沸き

出る神秘の水。農業用水も、生活用水にも、この豊富な水

が使われている。文字通りの命の水が育んだ、名産品や

特産品を、心ゆくまでご賞味あれ。

三ツ峠や二十六夜山など、個性あふれる山々が取り囲む

都留の街。市街地からほんの少し歩いただけで、大いなる

自然が広がり、珍しい植物や小動物との出会いも待って

いる。清らかな水のせせらぎに耳を澄ませ、四季折々の風

景を愛でながら、壮麗なる富士山に会いに行こう。

富士山の湧水でゆっくりと成長する真妻種わ
さびは、味も香りも抜群。白く可憐な花が咲く、
幻想的な美しさの春のわさび畑もおすすめ。

わさび

山々に囲まれ、寒暖の差が激
しい朝日曾雌地区で、丁寧に
栽培される曾雌にんにく。大
粒で香りが強く、濃厚な味わ
いが特徴。

曾雌にんにく

ストレスのない自然豊かな環
境で、富士の湧水をたっぷり
飲んで育った幻の豚。しっか
りのった臭みの無い脂と、とろ
けるような食感がたまらない。

富士湧水ポーク

湧水で元気に育ったヤマメ・
イワナは、特有のニオイやクセ
がなく、しっとり柔らかな極上
の味。塩焼きにして、頭も骨も
丸ごと全部味わいたい。

ヤマメ・イワナ

稲刈りが終わった後の水田で栽培される十日
市場地域の特産品。真冬でも12℃程度の湧
水で育まれる、お雑煮に欠かせない冬の味覚。

水掛菜

富士山に降った雪や雨が、ゆっく
り浸透し、自然にろ過され、数十
年後に湧き出る伏流水。ミネラル
たっぷりで、そのまま飲んでも、料
理に使っても美味しい。

ミネラルウォーター

少し登れば、突如として現れる壮
麗な富士山。四季折々の自然と、
すそ野まで広がる威風堂々とし
た姿のコントラストが、一枚の絵
のような風景を描き出す。

富士山の眺望

地元産の新鮮野菜をはじめ、
肉や魚、特産品や名産品がず
らりと並ぶ直売所、日替わりイ
ベント、体験教室など、家族で
楽しめる人気スポット。郷土料
理やご当地グルメもおすすめ。

道の駅つる

都留のアウトドア施設

リニアの走行試験を、すぐ近くで見
学できる日本で唯一の施設。実物車
両の見学のほか、超電導の仕組み
を体験しながら学んだり、時速500
㎞の世界をシアターで体感したりと、
子どもから大人までが楽しめる。

間近でリニア走
行試験が見学
できる。

※リニア走行試験が行われていない日もあります。スケジュール
は見学センターHPにてご確認ください。

リニアと山梨
の未来を描く
ジオラマ。

山梨県立
リニア見学センター

バラエティに富んだ周囲の山々。可憐
な草花や希少な小動物、さまざまな眺
望との出会いを楽しみながら、爽快な
山歩きが楽しめる。山梨百名山を９座
含む個性的な山々が名を連ねる『都留
市21秀峰』もチェックしたい。

市街に沿って全長約8kmに渡り、標高
600m前後の山々が、山脈をなしている。自
然を満喫しながら、変化に富んだコースを
幅広い層で楽しめる。

トレッキング

都留アルプスハイキング

市内を流れる桂川は、太公望も訪
れる渓流釣りのメッカ。山中湖を源
流に、滔々と流れる湧水が育む川
魚は、ヤマメやイワナ、アユ、ニジマス
など種類が豊富。
また、管理釣り場もあり、家族で気
軽に釣りに挑戦することもできる。

釣り

豊かな森の中で、自然に親しみ、五
感を働かせてさまざまな体験ができ
る、子ども達を対象にしたネイチャー
センター。専門の指導員のもと、炭
焼きや川魚のつかみ取り、田んぼで
泥んこ遊びなど、四季折々のプログ
ラムが楽しめる。

宝の山ふれあいの里

家族連れでも、豊かな自然環境と清
流を楽しみ、安全に利用できるよう
バーベキュー場やキャンプ場を整
備。週末や夏休みには首都圏から
も多くの人々が訪れ、思い思いのア
ウトドアライフを満喫している。

キャンプ・バーベキュー

戸沢の森 和みの里………キャンプ場・バーベキュー・コテージ・温泉・
　　　　　　　　　　　芝生広場・遊具広場
鹿留オートキャンプ場…キャンプ・釣り
大沢オートキャンプ場…キャンプ・釣り・バーベキュー
すげのレジャー…………釣り・キャンプ・バーベキュー
FISH ON! 鹿留…………釣り・キャンプ

近未来を体感しよう！

体験体験

時速581キロを記録した車両（実物展示）

ヤマネ シュレーゲルアオガエル ムササビ オオムラサキ

ウスバシロチョウ カワネズミ カワトンボ アカネズミ

リス

写真提供：都留文科大学 地域交流研究センターカタクリ

F2MAP

E2MAP

A3MAP

月待ち信仰のある二十六夜山の麓
に沸く日帰り温泉施設。その昔、水を
湛えた池があり、山々から昇る月を
映し出す様子は格別の美しさだっ
た。谷村滞在中の芭蕉も立ち寄り、
「名月の夜やさぞかしの宝池山」と
詠んだと伝えられる。

芭蕉月待ちの湯
G4MAP

G4MAP

D6MAP
C6MAP
F6MAP
D6MAP

温泉温泉



富士の麓の小さな

歴史散策

城下町
つる

はじまりは戦国時代。武田信玄に仕え、武田二十四将にも

数えられた小山田氏によって、城下町としての歴史がはじ

まった谷村のまち。江戸時代には、3代にわたる秋元氏の

支配のもと、『郡内縞』の産地として名を馳せ、松尾芭蕉も

逗留するなど、文化の花が大きく開いた。この町には、城

下町の風情と文化の香りが今もただよう。

小山田氏に要害城として築城されたとされる勝山城。
江戸時代には茶壺蔵があり、将軍家御用の宇治茶を
夏場保管していた。標高571ｍの本丸は市内有数の桜
の名所であり、市街地が一望できるスポットとしても人気。

城山（勝山城跡）

10月末開催の「つる産業まつり」
では、江戸時代、宇治で採れた
徳川将軍家御用の新茶を、谷村
に運び、ひと夏熟成させたという
史実をもとに、お茶壺行列を再
現。新鮮な地元産野菜の直売や
名産品の販売ブースも並び賑や
か。

お茶壺道中

天和２年の大火で江戸深川の芭蕉庵を焼け出された後、
谷村藩秋元氏の家臣で俳諧の弟子だった高山傳右衛門
繁文の招きで谷村に逗留した松尾芭蕉。市内には、江戸時
代の句碑が点在し、俳句に親しむ文化が受け継がれるな
ど、芭蕉を慕う思いがそこかしこに息づいている。

1921年築の絹問屋。組子や障子の塵返
し、洋風の応接間など大正時代の面影を
残す館内に、江戸～昭和初期の生活用
品を多数展示。

商家資料館
（都留市指定文化財）

（国登録文化財）

（山梨県指定文化財）

逗留中、仮住まいとした傳衛門の
屋敷の離れ。2004年、市民有志
によって復元された。

芭蕉寓居 桃林軒

1907年、桂川から駒橋発電所に発電用
水を送るために掛けられた美しいアーチ
橋。延長56ｍ幅5.8ｍ。現在では珍しい
大規模な煉瓦構造物。

駒橋発電所落合水路橋

秋元氏ゆかりの寺。鐘楼、山門覚雄
殿、薬師堂、元坂の石橋など、江戸
時代の遺構が多く、風情がある。

円通院
1225年開創。境内では、春を告げる
しだれ桜の巨木や、季節により葉色
を変える七変化もみじが迎えてくれる。

西願寺
1585年鳥居元忠が開創。信玄の守り
本尊とされる聖観世音菩薩や、徳川
家康拝領の常滑焼の茶壺が伝わる。

長安寺

明治期、文明開化の象徴として県内に建
設された擬洋風建築の小学校のひとつ。
現在は、教育や民俗に関する郷土資料約
2000点を展示。

尾県郷土資料館

1390年頃に時の領主小山田冨春開基である小山田氏の菩提寺。樹齢数百年の彼岸桜（都留市
指定天然記念物）をはじめ、しだれ桃、スイレン、サボテン、山野草などが季節ごとに可憐な花を咲
かせ、訪れる者を楽しませる。願いが叶うとされるパワースポット『叶が池』にも注目。

桂林寺

井原西鶴の「好色
一代男」にも登場す
る絹織物“郡内織”。
伝統の技と粋にモ
ダンなセンスを加
え、ネクタイや傘など
オシャレな逸品に。

甲州織物

古くから愛されてきた素朴
な味わいから、センスが光
る創作菓子まで、豊かな自
然と城下町文化に育まれ
た色とりどりの銘菓が自慢。

和菓子

初秋に行われる壮大な祭。お囃
子が流れる市内を、絢爛豪華な
幕で飾られた4台の屋台と江戸装
束を纏った約130名の大名行列
が巡行する。前夜の宵祭りには提
灯を付けた屋台の曳行があり、街
中が幻想的な雰囲気に包まれる。

八朔祭

古代から始まる都留の歴史や城下
町としての繁栄を、からくり芝居や映
像で展示。八朔屋台と葛飾北斎ら人
気浮世絵師の手による飾幕の実物
を間近で見学することもできる。都留
市出身の世界的な画家増田誠画伯
の作品も所蔵。

ミュージアム都留
都留市博物館

季
節
の
花
が
彩
る
古
刹

どこか懐かしくて、でも新しい
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